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13：３0～ 17：３013：３0～ 17：３013：３0～ 17：３0

会場　奈良文化財研究所　平城宮跡資料館会場　奈良文化財研究所　平城宮跡資料館会場　奈良文化財研究所　平城宮跡資料館

第Ⅰ部 「古都奈良の植⽣と⽊材利⽤」 第Ⅱ部 「奈良の森林利⽤と花粉症
                     の過去・現在・未来」

報告１ 奈良時代の植⽣や⽊材利⽤は
              どのように語られてきたのか

報告２ 遺跡の花粉分析データからみた
              奈良盆地の森林植⽣の変遷

（⽇本植⽣史学会主体）

上中央⼦（奈良⽂化財研究所・客員研究員）

報告３ 古代の奈良盆地における⽊材利⽤の変化
浦 蓉⼦（奈良⽂化財研究所・研究員）

報告１ 吉野の林業と森林利⽤の⺠俗学的変遷 
     森本仙介（奈良県⽂化財保存課）

報告２ 関⻄の花粉⾶散状況の現状 
    ⼩原由美⼦（⽇本気象協会）

報告３ 奈良における花粉症と治療の現状
    ⼭下哲範（奈良県⽴医科⼤学）

現地会場 定員有（先着順）
  
申込 来場・オンライン
   ともにネットでお
   申込みください。
   
参加費 無料

⼤会ＵＲＬ
https://hisbot2022.main.jp/

申込みはこちら

＋　オンライン＋　オンライン＋　オンライン

※演題は変更になる可能性があります。

前⽥仁暉（京都⼤学・博⼠後期課程）

（⽇本花粉学会主体）


